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背景と課題認識

◆ 全国避難所の半数以上が72時間持たない非常用電源の現実
◆ ディーゼル＝燃料保管制限、太陽光＝出力不足、バッテリー＝巨大化＆自然放電
◆ 水素燃料電池は高純度H₂必須で燃料コストが高い

 災害対応＆水素社会両方に使える、安価・耐久・被毒しない触媒が必要

◆白金を使わない窒素ドープカーボン触媒
◆NaClテンプレート法＋疎水構造＋プロトン導入粒子で世界最高性能を実現
◆CO被毒に強く、低純度燃料でも活性維持

◆ 短期：非常用電源（2kW×2台＝400〜500万円／拠点 → 2000億円市場規模）
◆ 中期：Portable電源・バックアップFC、定置型燃料電池
◆ 長期：水素燃料電池（2040年16兆円市場）への展開
◆ 市場参入＝①触媒インクメーカー or ②DMFCシステムメーカー

◆ 高性能触媒の開発 → メタノール滴下でも性能維持を実証
◆ 事業計画：2027年法人化、2030年以降グローバル展開
◆ 連携希望：メタノール供給業者、DMFCメーカー、VC
◆ ギャップファンドStep2 → メタノール燃料電池試作

PEFC向け触媒市場の市場規模推移（過去推計・将来予測）ダイレクトメタノール燃料電池（DMFC）

特開JP 2024-39532 A（審査請求済） Angew. Chem. Int. Ed. 60, 5121 (2021), Angew. Chem. Int. Ed. 61, e202212506 (2022), Angew. Chem. Int. Ed. 64, e202502702 (2025).

－メタノールFCの低コスト化により、数千億円市場を創出－ －市場への参入方針 対象顧客・ビジネスモデル－
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